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E-mail：

■竹田印刷株式会社について HP：https://www.takeda-prn.co.jp/
当社は、「Design Your Business. お客さまに合わせた最適解を」を体現するために、

お客さまの抱える課題に対して、印刷物に限らない多種多様なソリューションを複合的かつ効果的に組み合わせた
ワンストップソリューションの提供により、お客さまの課題解決を総合的に支援いたします。

2022年10月17日

名古屋市昭和区白金1-11-10
中部事業部 営業本部 吉岡 孝幸
052-871-6353
t-yoshioka@takeda-prn.co.jp

竹田印刷株式会社(本社：名古屋市昭和区、代表取締役社長：木全幸治)は、SDGs活動促進のため、本社内
で集められた使用済みの紙袋を、地域連携先の名古屋市図書館へ寄贈する取り組みを開始いたしました。
従来、使用後の紙袋は各個人の判断で廃棄等をしておりましたが、再利用することでの二酸化炭素の削減
や、従業員の再利用意識の向上を目的に、名古屋市図書館と連携することにいたしました。

名古屋市図書館では、本や紙芝居を貸出する際に、紙袋の再利用を既に実施しておりますが、利用頻度の
割に供給が追い付いていない背景がございました。竹田印刷本社から最も近い図書館という点と、当社従
業員も名古屋市図書館を利用させて頂いており、従業員の気付きから本取組みを開始する運びとなりまし
た。

概要は以下の通りです。

<概要>
期 間：2022年9月～ 以降永続的に実施予定
内 容：捨てられるはずだった紙袋を集約して図書館へ寄贈します。
寄贈先：名古屋市図書館 (メインは鶴舞中央図書館、活動が広がれば市内21か所の図書館へ)
頻 度：集まった紙袋を月に1度、寄贈予定。

名古屋市図書館の地域の企業として、限りある資源の有効活用をするために地域連携することで、従業員一
同、SDGs活動の促進に取り組んでまいります。

地域の企業としてのSDGs活動

名古屋市図書館への再利用紙袋寄贈について

その紙袋、まだ使う人がいます。

捨てる前に回収して図書館へ
寄贈する取り組みを開始します。

図書館では本の貸出の際に、様々な方から寄贈された紙袋を再利用しています。
地域の連携企業として、会社で集めた紙袋を寄贈します。


